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羽田連絡道路だより 第18号（最終号）

はね れん

多くの皆様に愛されて

2017年6月から工事を進めてきた多摩川スカイブリッジが、2022年3月12日(土)15時に開通しました。
開通に先立ち、同日10時より、川崎キングスカイフロント東急REIホテル及び多摩川スカイブリッジ橋上にて、

開通式及びセレモニーを行いました。開通式は、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、規模を大幅に縮小し、
約30名のご来賓の下開催し、川崎市長の主催者挨拶、神奈川県知事、川崎市議会議長のご来賓挨拶、橋上にて川崎
市消防音楽隊の演奏の下、テープカットを行い、開通を祝いました。
15時の開通には、大勢の方にお越しいただき、歩行者や自転車など、多くの方で賑わいました。
約5年間、工事への御協力ありがとうございました。無事にこの日を迎えることができました。多摩川スカイブ

リッジが皆様に愛される橋になることを期待しています。
2017年11月に創刊したこの「はねれんだより」も本号で最終号となります。御愛読ありがとうございました。

開通直前の多摩川スカイブリッジ全景（2022.2.28撮影）

多くの⼈で賑わう開通直後の多摩川スカイブリッジ 警察⾞両の先導により開通

開通直前の多摩川スカイブリッジ全景（2022.3.11撮影）

開通式（川崎キングスカイフロント東急REIホテル） テープカット（多摩川スカイブリッジ橋上）



お問合せ先

川崎市建設緑政局広域道路整備室
羽田連絡道路建設事務所
所在地：〒２１０－０８２１

川崎市川崎区殿町３ー２５－２５
電 話：０４４（２００）０４３６
F A X：０４４（２８８）１７８２

http://www.city.kawasaki.jp/530/page/

0000097966.html

五洋・日立造船・不動テトラ・横河・
本間・高田共同企業体（五洋ＪＶ）
所在地：〒２１０－０８２１

川崎市川崎区殿町３－２５－２４
電 話：０４４（２０１）９３８１
F A X：０４４（２０１）９３８２

http://www.poc-site.jp/kb/tonomachi/

橋梁名称募集受賞者に記念品贈呈セレモニーを開催 橋の見学も

開通式の後、橋梁名称募集にて「多摩川スカイブリッジ」にご応募頂いた方の中から、受賞者の伊東様及び中
学生以下の5名の方へ、表彰状・記念品の贈呈を行いました。記念品贈呈後は、開通直前の橋の見学を行い、家族
毎に写真を撮られるなど、思い思いの時間を過ごしました。素敵な名前を応募いただき、ありがとうございまし
た。

表彰状の授与 招待者の集合写真

【多摩川河口干潟の生き物⑰（コチドリ）】
「東風吹かばにほひおこせよ梅の花 あるじなしとて春な忘れそ」(by菅原道真)。
東風(こち)は、春を告げる東寄りの季節風のことで、大宰府に流された道真が、京都に

残してきた梅の木に向かって、「春先になったら東風に乗せてこっちまで匂い送ってね～、
私が居ないからと言って春を忘れたらだめだぞ～」と呼びかけた歌(直訳)です。その「こ
ち」と前後して殿町の干潟に姿を見せるようになるのがコチドリで、調査でも、干潟で急
加速と急停止を繰り返したり、左右にちょこまかと動き回ったりして餌を探す姿が確認さ
れています。多摩川スカイブリッジは、この春開通することになりますが、ちょうどコチ
ドリたちの渡来時期と重なります。コチドリたちはこれからもきっと、春を忘れずに姿を
見せてくれることでしょう。

【工事施工者：五洋・日立造船・不動テトラ・横河・本間・高田共同企業体 現場代理人 陶山 健太

JVの現場代理人の陶山でございます。今回が最後の羽連だよりということで、工事着手時から皆
様に工事特徴や工事状況をお伝えしてきましたが、このような形で工事完成のご報告できることは
万感の思いです。我々の仕事は、地域の皆さまの社会生活に支障にならないように工事を進めるこ
とが責務です。そのためには、幾多の工夫や努力を積み重ねてきましたが、最終的には、誠意ある
行動や姿勢を示し続けることが、地域の皆様の信用、信頼を得ることに繋がった気がします。

個人的には、多摩川スカイブリッジ完成の最大の功労者は地域の皆様と思っています。本当にあ
りがとうございました。

ご協力ありがとうございました。工事完成のご挨拶

【発注者：川崎市建設緑政局広域道路整備室羽田連絡道路建設担当 担当課長 鈴木 伸也】

工事の総括監督員を務めました鈴木でございます。２０１７年からスタートした本工事も本年３
月１２日に開通し、ようやく完成の運びとなりました。開通時には、多くの方々が、新しい多摩川
スカイブリッジを一目見ようとお集まりいただき、この橋への期待の大きさを改めて実感するとと
もに、これまで歩んできた路は間違っていなかったと、自分自身、胸が熱くなってしまったことを
覚えております。最後に、この事業を無事に完成することができた背景には、近隣町会様や企業の
皆様方の工事に対する御理解と御協力があってこそと思っております。この場をお借りし、改めて
感謝申し上げます。ありがとうございました。


